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今 月 の 表 紙

【令和６年度満了児】
　さくら組の皆さん、満了おめでとうございます。小さい
お友達の面倒を見たり、おうちの人や先生の言うことを
しっかり聞けたりする皆さんは、立派なお兄さんお姉さ
んです。小学校でもみんな仲良く、頑張ってください。

≪特集≫
卒業式・満了式…………２～３
ミニ雪像コンテスト・
　フォトコンテスト……４～５
≪News＆flash≫�……… 10～11
≪町の話題≫� ……… 12～13



感謝の心と新たな希望を胸に学び舎を巣立つ
　３月、町内の高校・中学校・各小学校の卒業式と各保育所の満了式が行われ、子どもたちが
学び舎などを巣立ちました。校長式辞や卒業生代表答辞では、子どもたちが思い出を振り返り
涙する姿も見られました。また子どもたちは、家族や先生、お世話になった人に感謝の思いを
伝え、恩師や仲間、学び舎に別れを告げました。

　県立只見高校の卒業式は３月１日に行われ、３２人（内山村教育留学生４人）が卒業を迎えました。
式では、伊藤靖隆校長から卒業生一人一人に卒業証書が手渡されました。在校生を代表し、新國夢萌さん
が卒業生に送辞を送りました。卒業生を代表し小杉美菜さんが家族や先生、後輩、そして同級生に感謝を
伝えました。
　また、卒業式前日には山村教育留学生の送別式が行われ、卒業を迎えた４人が只見町での３年間を通し
て感じたことや、家族・友人・寮関係者などへの感謝を述べました。

▶
卒
業
を
迎
え
た
山
村
教
育
留
学
生
と
見
送
る
在

寮
生
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た

▶
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　只見中学校の卒業式が３月１３日に行われ、２５人が学び舎に別れ
を告げました。式では、伊藤校長から激励の言葉とともに全員に卒業
証書が手渡され、その後渡部悠希さんが在校生を代表して送辞を送り
ました。卒業生代表の答辞は、山内丈大さんが「１人では成長するこ
とはできませんでした。たくさんの方のおかげで卒業式を迎えること
ができました」と感謝の気持ちを述べました。▲答辞を述べる山内さん

▲卒業式を迎えた生徒たち ▲卒業証書を受け取る生徒

只見高校・卒業式

只見中学校・卒業式
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卒業式・満了式令
和
６
年
度

　３月２１日、町内各小学校の卒業式が行われ、只見小３人・
朝日小７人・明和小４人がそれぞれ卒業を迎えました。
　明和小では、卒業生全員が先生から卒業証書を受け取り、中
学校生活の目標や将来の夢などを発表しました。その後、１人
ずつ家族に花を手渡し、感謝の言葉を伝えました。卒業生の別
れの言葉では、６年間の思い出とともに後輩や先生、保護者に
感謝の言葉が述べられました。▲明和小学校卒業生の皆さん

　３月２５日、町内各保育所の満了式が行われ、只見保育所６
人・朝日保育所８人・明和保育所３人の園児がそれぞれ満了と
なりました。
　証書を受け取った園児たちが保護者に向けて「パパ、ママ、
いつも楽しく遊んでくれてありがとう！」など感謝の思いを伝
えました。最後は、花束を手に１人ずつ立派に退場し、保護者の
皆さんが子どもたちの成長を肌で感じる満了式となりました。

小学校・卒業式

保育所・満了式

▶
朝
日
小
学
校
卒
業
生
の
み
な
さ
ん

▶
明
和
保
育
所
満
了
児
の
み
な
さ
ん

▶
只
見
小
学
校
卒
業
生
の
皆
さ
ん

▶
朝
日
保
育
所
満
了
児
の
み
な
さ
ん

▲只見保育所満了児のみなさん
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　第５２回只見ふるさとの雪まつりフォトコンテストの入賞作品とミニ雪像コンテストに
ご参加いただいた作品を紹介します。
　フォトコンテストは応募総数４２点から９点が入賞しました。ご参加いただいた皆様、
誠にありがとうございました。

第52回只見ふるさとの雪まつり

只見
町長賞 審査員

特別賞

『冬に咲く』�
� 長谷部様（只見町）

『
凛
と
し
て
。。』

�

藤
田
様（
茨
城
県
）

優秀賞

優秀賞

『只見の空』
� 横田様（只見町）

『立ち昇る
　　湯気と熱気』
� 藤田様（茨城県）

『トンネルを抜けて
も雪国であった』
� 前田様（福島市）

『虹色花火』
� 神尾様（山形県）

『雪像と華麗な花火』
� 児山様（会津若松市）

『
郷
土
芸
能
』

�

善
養
寺
様（
埼
玉
県
）

『
雪
像
門
作
成
部
隊
』

�

中
根
様（
只
見
町
）

入選

入選

入選

入選

入選

フォトコンテスト入賞作品紹介
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制作いただいたミニ雪像を紹介!
　雪まつり期間の前後を含め、町民の皆さんにミニ雪像で、雪まつりを盛り上げていただ
きました。制作いただきました皆様、本当にありがとうございました。

『しおさわのトコロ』しおの里サロン様（塩沢） 『今年は、巳年です！』
蒲生区様

『ピカチュウ』吉津様（長浜）

最優秀賞 優秀賞

優秀賞 入賞 入賞

入賞入賞

入賞 入賞

入賞

『LOVE Me（巳）』株式会社季の郷湯ら里様 『能登の応援』齋藤様（大倉）

『はるくんの友達「ぺんたくん」』
永井様（大倉）

『まねきへび』
只見郵便局様

『アンパンマン』
朝日保育所様

『ヘビ子ちゃんのかまくら』
渡部様（小川）

『外は寒いけど…ここはあったか
LOVE LOVEチェア♡』只見保育所様
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町債
589,700

分担金
　及び負担金
806

使用料
　及び手数料
35,508

繰入金
1,219,027

その他の
　自主財源
147,738

譲与税・交付金
175,189

地方交付税
2,680,700

国庫支出金
344,117

県支出金
284,934

一般会計
歳入合計

6,290,000
千円

町税
812,281

これが只見町の予算です
　

令
和
７
年
度
予
算
は
、
第
七
次
只
見
町
振
興
計
画
に
示
し
た

町
づ
く
り
の
理
念
、
基
本
的
施
策
に
基
づ
き
、
地
域
の
社
会
経

済
的
な
発
展
を
目
指
し
、
各
種
事
業
へ
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
６
２
億
９
，０
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
対
比
３
億
３
，０
０
０
万
円
、５
・
５
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
特
別
会
計
の
合
計
額
は
２０
億
５
，２
９
０
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
会
計
と
合
わ
せ
た
令
和
７
年
度
予
算

総
額
は
８３
億
４
，２
９
０
万
円
で
す
。

　

歳
入
は
、「
依
存
財
源
」（
国
や
県
か
ら
入
る
お
金
）が
６４
・
８

％
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
地
方
交
付
税
の
割
合
が
最
も
高
く
、

歳
入
全
体
の
４２
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
主
財
源
」（
町
が
独
自
に
確
保
で
き
る
お
金
）
で

は
、
繰
入
金
が
歳
入
全
体
の
１９
・
４
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

１
億
４
，４
１
３
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
税
は
歳

入
全
体
の
１２
・
９
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
５
５
２
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
民
生
費
の
占
め
る
割
合
が
最
も
高
く
、
前
年
度
比

０
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
の
１４
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
に
後

期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
、
児
童
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
な

ど
の
安
定
し
た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　

次
に
、
農
林
水
産
費
の
占
め
る
割
合
が
１３
・
７
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
主
に
農
業
振
興
事
業
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
、
林
業

振
興
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
関
連
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
経
費
で
す
。

　

次
に
、
総
務
費
の
占
め
る
割
合
が
１３
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
事
、
財
政
、
移
住
交
流
、
企
画
、
情
報
管
理
、
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
、
戸
籍
や
統
計
な
ど
、
他
部
門
に
分
類
さ
れ
な

い
事
業
に
要
す
る
経
費
で
す
。

　

次
に
、
公
債
費
の
占
め
る
割
合
が
１１
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
町
債
（
町
の
借
金
）
を
返
済
す
る
た
め
の
元
利

償
還
金
（
元
金
と
利
子
）
で
す
。

　

続
い
て
土
木
費
、
教
育
費
、
商
工
費
、
衛
生
費
、
消
防
費
、

議
会
費
、
予
備
費
、
災
害
復
旧
費
、
労
働
費
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
令
和
７
年
度
只
見
町
予
算

◆
一
般
会
計　

歳
入

◆
一
般
会
計　

歳
出

9,000万円

■町税の内訳
町 民 税 1億5,937万4千円
固 定 資 産 税 6億1,712万8千円
軽 自 動 車 税 1,484万1千円
町 た ば こ 税 1,813万3千円
入 湯 税 280万5千円

町民一人あたりにすると…
３月１日現在人口� 3,673人
■一般会計支出額（使われるお金の額）� 1,712,497円
■町税負担額（納めていただくお金の額）� 221,149円

■歳　入� （単位：千円）
項　目 ７年度 構成比 ６年度 増減率

町税 812,281 12.9% 806,752 0.7%
地方譲与税 56,348 1.0% 55,136 2.2%
利子割交付金 140 0.0% 71 97.2%
配当割交付金 1,200 0.0% 1,000 20.0%
株式等譲渡所得割交付金 1,000 0.0% 500 100.0%
地方消費税交付金 103,500 1.6% 102,000 1.5%
環境性能割交付金 5,000 0.1% 3,500 42.9%
法人事業税交付金 7,000 0.1% 7,000 0.0%
地方特例交付金 1,000 0.0% 1,100 －9.1%
地方交付税 2,680,700 42.6% 2,680,700 0.0%
交通安全対策特別交付金 1 0.0% 250 －99.6%
分担金及び負担金 806 0.0% 429 87.9%
使用料及び手数料 35,508 0.6% 36,654 －3.1%
国庫支出金 344,117 5.5% 204,810 68.0%
県支出金 284,934 4.5% 330,530 －13.8%
財産収入 17,281 0.3% 21,380 －19.2%
寄附金 28,001 0.4% 28,001 0.0%
繰入金 1,219,027 19.4% 1,074,896 13.4%
繰越金 1 0.0% 1 0.0%
諸収入 102,455 1.6% 93,889 9.1%
町債 589,700 9.4% 511,400 15.3%
自動車取得税交付金 0 0.0% 1 －100.0%

歳入合計 6,290,000 100.0% 5,960,000 5.5%

■歳　出� （単位：千円）
項　目 ７年度 構成比 ６年度 増減率

議会費 73,045 1.2% 73,361 －0.4%
総務費 848,288 13.5% 803,003 5.6%
民生費 912,794 14.4% 902,591 1.1%
衛生費 508,705 8.1% 426,260 19.3%
労働費 3,644 0.1% 3,637 0.2%
農林水産業費 864,060 13.7% 611,449 41.3%
商工費 573,536 9.1% 626,637 －8.5%
土木費 717,820 11.4% 658,842 9.0%
消防費 428,258 6.8% 426,393 0.4%
教育費 589,494 9.4% 653,056 －9.7%
災害復旧費 10,413 0.2% 13,498 −22.9%
公債費 720,335 11.5% 721,800 －0.2%
予備費 39,608 0.6% 39,473 0.3%

歳出合計 6,290,000 100.0% 5,960,000 5.5%
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56億
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59億
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予備費 39,608 議会費 73,045

総務費
848,288

民生費
912,794

衛生費
508,705

労働費
3,644

農林水産業費
864,060

商工費
573,536

土木費
717,820

消防費
428,258

教育費
589,494

災害復旧費
10,413 公債費

720,335

一般会計
歳出合計

6,290,000
千円

お金はどこから来て、
どこへ行くの？

令和７年度の主な事業
■自然と共生するまちづくり

■文化に根づく人づくりと学び続けるまちづくり

■住民が主役のまちづくり

■住みやすいまちづくり

■働きがいのあるまちづくり

□自然保護意識の醸成
	 3,226万円	 ブナセンター関連事業
	 1,167万円	 ユネスコエコパーク推進関連事業
□雪と共存するまちづくり
	 1,600万円	 スノーステーション整備事業
	 1,850万円	 高齢者等除雪支援事業
	 1,000万円	 克雪対策事業補助金
□道路網の整備と定住環境の整備
	 5,668万円	 道路補修事業
	 6,078万円	 道路新設改良事業
	 1,537万円	 空家利活用対策事業
□水環境の保全と上下水道の整備
	 33,623万円	 只見統合簡易水道整備事業
	 2,542万円	 集落排水施設施設整備費

□将来の只見を担う子どもたちの教育の充実
	 8,793万円	 只見高等学校振興対策費
	 6,887万円	 スクールバス運行費
	 1,746万円	 学校給食費負担軽減事業
□家庭教育力・地域教育力の向上
	 2,519万円	 地域学校協働活動推進事業
□地域文化の振興（地域で育まれた人の技・物・食の伝承）
	 2,412万円	 ただみ・モノとくらしのミュージアム費
□生涯スポーツ・レクリエーションの推進
	 557万円	 町スポーツ協会補助金

□集落・振興センターでの住民交流を主体とした地域づくり
	 325万円	 集会施設整備事業
	 1,143万円	 地域づくり推進交付金
	 990万円	 集落運営支援交付金
□新たな視点による地域づくり
	 1,670万円	 移住定住促進事業
□総合的な土地利用・公共交通体系の確立
	 4,649万円	 地域公共交通運行事業
	 3,595万円	 只見線利用促進事業

□健康でいきいきと暮らせるまちづくり
	 611万円	 特定健診等事業
□安心して子どもを産み育てられるまちづくり
	 1,300万円	 子ども医療費費無料化事業
	 372万円	 子宝祝い金事業
	 150万円	 幼児家庭保育支援事業
□高齢者が健康でいきいきと暮らせるまちづくり
	 120万円	 シルバー人材センター推進事業
□安心して暮らせるまちづくり
	 2,153万円	 消防団機材等整備事業
	 1,305万円	 消火栓等新設改良事業
	 603万円	 交通安全・防犯対策事業

□受け継ぎ託す、プライド農業の実践
	 5,870万円	 農業振興費
	 1,439万円	 鳥獣被害対策事業
□豊かな森林を活かした林業の振興
	 2,191万円	 林業振興費
	 2,050万円	 薪ボイラー導入推進事業
□活力と賑わいそして持続ある商工業の確立
	 2,620万円	 プレミアム商品券発行事業
□地域経済の発展を担う魅力ある観光の推進
	 11,506万円	 観光、交流施設指定管理料
	 2,000万円	 雪まつり実行委員会補助金
	 2,396万円	 インフォメーションセンター運営事業
□産業間連携による地域経済の発展
	 3,500万円	 地域経済循環創造事業補助金
	 1,500万円	 特定地域づくり事業協同組合補助金

一般会計
予算総額 62億

■一般会計当初予算額の推移	 （単位：万円）

■特別会計予算	 （単位：千円）
会計区分 ７年度 ６年度 増減率

国民健康保険事業特別会計 447,000 467,000 -4.3%

国民健康保険施設特別会計 327,000 464,000 -29.5%

後期高齢者医療特別会計 160,000 159,000 0.6%

介護保険事業特別会計 781,000 783,000 -0.3%

介護老人保健施設特別会計 322,000 319,000 0.9%

朝日財産区特別会計 15,900 15,900 0.0%

合　　計 2,052,900 2,207,900 -7.0%
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こめら×自然×藝
ア ー ト

術

雪を感じる 冬のひと時　アートワークショップ
「雪と歩く −冬の空、冬の森−」

　

福
島
県
立
博
物
館
の
主

催
、
只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー

の
共
催
で
「
福
島
藝
術
計
画

２
０
２
４
『
雪
と
歩
く
︱
冬

の
空
、
冬
の
森
︱
』」
の
ア
ー

ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
3

月
2
日
に
た
だ
み
・
ブ
ナ
と

川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催

さ
れ
町
内
外
の
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
29
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は「
雪
」

を
テ
ー
マ
に
、
野
外
で
の
雪

の
観
察
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

溶
け
た
雪
の
行
方
の
解
説
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

岩
田
と
も
子
さ
ん
を
講
師
に
、

白
い
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
指

先
に
つ
け
て
、
ア
ク
リ
ル
板

に
、
降
っ
て
い
る
雪
や
積
も

っ
た
雪
、
と
け
た
雪
の
行
方

な
ど
を
描
く
創
作
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
思
い
思
い
に

雪
を
描
い
て
楽
し
ん
だ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

▶
積
雪
の
観
察
す
る
参
加
者
た
ち

◀
講
師
を
務
め
た
岩
田
さ
ん

▶
思
い
の
ま
ま
雪
の
行
方
を
表
現
す

る
子
ど
も

◀
作
品
を
紹
介
す
る
参
加
者

8



福島藝術計画２０２４

11月10日、17日で開催した「ブナの森の大きな地図と小さな地図」の作品

子どもたちのアート作品で只見町を感じる
　

福
島
県
立
博
物
館
主
催
と

只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
で
は

昨
年
秋
か
ら
今
年
の
冬
に
か

け
て
３
回
の
主
に
子
ど
も
向

け
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
作
ら
れ
た
作
品
に
つ
い
て
、

２
月
よ
り
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
舎
内

の
待
合
ス
ペ
ー
ス
で
展
示
を

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
只
見
線
こ
ど
も
会

議
は
こ
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
を

「
只
見
Ｂバ

ウ

ム

Ａ
Ｕ
Ｍ
※
」
と
名
付

け
、
只
見
町
の
人
の
温
か
さ
、

ブ
ナ
林
や
雪
の
自
然
、
只
見

線
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
木

の
年
輪
の
よ
う
に
つ
な
が
る

よ
う
に
と
思
い
を
込
め
ま
し

た
。

　

子
供
た
ち
の
自
然
体
験
を

通
し
て
出
て
き
た
発
想
の
も

と
で
作
ら
れ
た
ア
ー
ト
作
品

の
展
示
に
よ
り
、
只
見
町
を

訪
れ
た
方
へ
只
見
の
自
然
、

人
、
只
見
線
を
Ｐ
Ｒ
す
る
空

間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｂ
Ａ
Ｕ
Ｍ
…
ド
イ
ツ
語
で

木
や
樹
木
と
い
っ
た
意
味

▲子どもたちの作品が展示されている
　「只見BAUM」

▲3月2日開催のワークショップで描いた作品も
　展示しています。9



子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
考
え
る

町
民
の
安
心
の
た
め
に

只
見
線
復
興
の
た
め

文
部
科
学
大
臣
表
彰

「
第
三
次
只
見
町
立
小
学
校
の

在
り
方
検
討
懇
談
会
」報
告
書
提
出

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ

災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と
協
定
締
結

合
同
会
社
メ
ー
デ
ル
リ
ー
フ
か
ら
寄
附

明
和
小 

舟
木
希
氏 

受
賞

▲様々な面から在り方について検討が進められました

▲協定書を交わした西室常務理事（右）と渡部町長

▲寄附のため役場を訪問されたメーデルリーフの皆さん

▲受賞報告に訪れた舟木氏

　

町
内
小
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
す
る
「
第
三
次
只
見
町
立
小
学
校
の
在

り
方
検
討
懇
談
会
」
か
ら
検
討
結
果
の
報

告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
町
内
小
学
校

に
お
い
て
、
児
童
の
切
磋
琢
磨
す
る
機
会

の
減
少
や
学
級
数
の
減
少
な
ど
が
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
施
設
維
持
管
理
や
、
教
職
員
数
の

削
減
に
よ
る
職
員
の
多
忙
化
の
他
、
地
域

住
民
の
教
育
活
動
へ
の
参
画
に
も
触
れ
た

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ

ー
（
新
潟
県
新
潟
市
）
と
町
は
、「
災
害
時

に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を

結
び
、
締
結
式
が
３
月
26
日
に
行
わ
れ
、

西
室
幸
徳
常
務
理
事
と
渡
部
町
長
が
協
定

書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

西
室
常
務
理
事
は
「
広
域
的
、
組
織
的

に
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
設
立
し
た
組

織
。
災
害
時
に
は
迅
速
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
株
式
会
社
コ
メ
リ
の
店

舗
等
で
取
扱
い
の
あ
る
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や

毛
布
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
幅
広
い
物

資
の
供
給
が
可
能
で
す
。

　

合
同
会
社
メ
ー
デ
ル
リ
ー
フ
か
ら
町
に

金
７
６
，５
９
１
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
同
会
社
メ
ー
デ
ル
リ
ー
フ
は
、
只
見

線
関
連
商
品
の
売
上
の
一
部
を
只
見
線
応

援
と
し
て
、
毎
年
町
に
寄
附
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
社
員
の
酒
井
治
子
さ
ん
は
「
地
域

住
民
に
も
只
見
線
を
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

目
録
を
渡
部
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
只
見
線
復
興
の

た
め
に
有
効
に
活
用
い
た
し
ま
す
。
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
、
教
育
実
践
等
に

顕
著
な
功
績
を
上
げ
た
者
を
優
秀
教
職
員

と
し
て
表
彰
す
る
「
令
和
６
年
度
文
部
科

学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
」
の
学
校
運
営

改
善
の
分
野
に
お
い
て
、
明
和
小
学
校
の

舟
木
希
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

船
木
氏
は
、
学
校
事
務
か
ら
の
「
教
育

の
質
の
確
保
と
向
上
」
と
い
う
明
確
な
目

標
を
も
ち
、
事
務
的
業
務
以
外
の
校
務
運

営
面
か
ら
も
積
極
的
に
参
画
し
、
教
育
活

動
の
充
実
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

う
え
で
、「
町
内

の
小
学
校
統
合

を
進
め
る
方
向

で
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
」
と

結
論
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
只
見

町
小
学
校
改
革

審
議
会
が
組
織

さ
れ
、
小
学
校

の
在
り
方
な
ど
、

よ
り
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
、

町
か
ら
審
議
会

に
諮
問
す
る
予

定
で
す
。
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今
後
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
協
議

町
政
に
尽
力
、多
大
な
功
績
を
称
え
る

新
年
度
の
役
場
体
制

人
と
自
然
の
共
生
社
会
の
た
め

只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
開
催

故
渡
部
完
爾
氏
に
叙
位
伝
達

只
見
町
役
場
係
等
を
一
部

再
編
し
ま
し
た

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会

▲令和６年度の活動報告に目を通す委員

▲位記を受取った茂氏

▲新たに副町長に就任した目黒氏（右）

▲今後に向け様々な意見交換、協議が行われました

　

ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
協
議

す
る
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
が
３
月

21
日
に
、
た
だ
み
・
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
令
和
６
年
度
の
活
動
報
告

を
受
け
、
自
然
の
保
護
・
保
全
、
地
域
振

興
、
教
育
・
人
材
育
成
、
付
属
施
設
の
運

営
に
つ
い
て
様
々
な
面
か
ら
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
活
動
に

地
域
住
民
と
の
関
わ
り
を
取
り
入
れ
地
域

に
根
差
し
た
博
物
館
を
目
指
す
こ
と
や
、

駅
前
通
り
に
あ
る
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
の
付
属

施
設
ふ
る
さ
と
館
田
子
倉
の
利
用
促
進
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
10
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
元
只

見
町
長
の
渡
部
完
爾
氏（
宮
前
）へ
の
叙
位

伝
達
式
が
、３
月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
南
会
津
地
方
振
興
局
の
和
田

局
長
か
ら
渡
部
氏
の
次
男
で
あ
る
茂
さ
ん

に
正
六
位
の
位
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
部
氏
は
、
只
見
町
議
会
議
員
を
昭
和

43
年
４
月
か
ら
昭
和
63
年
11
月
ま
で
の
５

期
７
か
月
に
わ
た
り
在
職
し
、
昭
和
59
年

４
月
か
ら
昭
和
61
年
４
月
ま
で
は
議
長
を

務
め
ま
し
た
。

　

ま
た
昭
和
63
年
12
月
に
町
長
に
就
任

し
、
平
成
８
年
12
月
ま
で
の
２
期
８
年
間

に
渡
り
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
よ
り
副
町
長
に
目
黒
仁
也
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庁
内
の
事
業
を
横
断
的
に
統
括

調
整
す
る
役
と
し
て
政
策
監
（
特
定
任
期

付
職
員
）
を
設
置
し
、
前
副
町
長
の
新
國

元
久
氏
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
只
見
町
役
場
の
係
等
を
一
部

再
編
し
、
薪
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
は
廃
止

し
農
林
係
に
分
掌
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
伴
い
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

室
は
廃
止
、
移
住
交
流
係
と
観
光
係
を
統

合
し
観
光
交
流
係
と
な
り
ま
し
た
。
再
編

後
の
課
係
一
覧
は
、
令
和
７
年
度
只
見
町

事
務
分
担
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

第
20
回
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
が
、
3
月
18
日
に
只
見
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
構
成
員
か
ら
令
和
６
年

度
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
事
業
の
活
動
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
然
環
境
の
保

護
・
保
全
、
人
材
育
成
、
調
査
研
究
、
地

域
社
会
の
発
展
に
関
す
る
こ
と
な
ど
多
様

な
事
業
の
内
容
が
共
有
さ
れ
、
意
見
交
換

も
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
９
月
に
定
期
報
告
の

審
査
が
ユ
ネ
ス
コ
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
新

た
な
管
理
運
営

計
画
策
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

確
認
、
国
道
２

８
９
号
八
十
里

越
の
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
に

相
応
し
い
開
通

に
つ
い
て
、
持

続
可
能
な
地
域

社
会
の
発
展
に

向
け
た
ダ
ム
堆

砂
処
理
な
ど
の

協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

２メートル近い積雪の上を歩きました
「雪どけのブナ林観察会」開催

ひなまつりの飾り絵をつくりました
かるがもクラブ「ひなまつり」

スキースポ少 卒団生と現役生が集合
「ホームカミングデー in 只見スキー場」開催

　只見町スキースポーツ少年団創立５０周年記
念の「ホームカミングデー in 只見スキー場」が
３月１日に只見スキー場で開催され、スポ少の
現役生、卒団生ら３０人が参加しました。
　イベントでは大回転レースが行われ、レース
中には参加者のスキーへの思いや、スキー場で
の思い出、目標などエピソードを紹介するとと
もに、選手ごとに思い出の曲をＢＧＭとして流
すなど、参加者らは創立５０周年のイベントを
楽しみました。

　只見町ブナセンターの主催で「雪どけのブナ林
観察会」が３月９日に余名沢の森にて開かれ、町
内外から１４人の参加がありました。
　豪雪となった今年は、観察会当日にもまだ２メ
ートル近い積雪があり、その上をかんじきやスノ
ーシューで進み、ブナの冬芽、雪で枝が垂れ下が
ったスギなど雪の中で生きる樹木の様子を観察し
ました。他にもトチノキなどの広葉樹や、キタゴ
ヨウなどの針葉樹、ヤマブドウなど多様な種類の
樹木があり、参加者は紙谷ブナセンター館長の解
説の下、自然への学びを深めました。　

　令和６年度最後となる「かるがもクラブ」は３月
７日に開催され、５組の親子が参加しました。
　始めに遊びを通して親子の触れ合いを楽しんだ後
にひなまつりの飾り絵をつくりました。
　絵は、台紙に足形や手形をとり、その形に着物を
イメージしてマスキングテープを貼ったり、ペンで
表情を描いたりし、オリジナルのお内裏様、お雛様
の飾り絵を作成しました。
　最後には参加者で仲良く記念撮影を行いました。

▲イベントを楽しんだ参加者

▲ブナに囲まれ、積雪の上で記念撮影をする参加者

▲かわいい絵が完成しました
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

今年も多くの方が訪れました　三地区公民館まつり 開催

雪を楽しみながら闘志を燃やす
「TADAMIスノースポーツフェスティバル２０２５」開催

只見町で活動する大学生の活動報告
「大学生サミット２０２５ in ただみ」開催

　森林の分校ふざわの主催で「大学生サミット
２０２５ in ただみ」が３月２０日に季の郷湯ら
里で開催されました。全国の大学生や聴講者ら約
５０人が集まりました。　
　当サミットでは、只見町で実地調査や研究、活
動を行う大学生グループによる活動報告や、報告
に対する質疑応答、意見交換が行われており、３
回目となる今回は、約５０人が参加しました。
　活動報告では、布沢集落を紹介するマップ「布
沢さとやまっぷ」の作成や、十島・塩沢集落の課
題解決のためにＳＮＳ利用講座を行ったことなど
について、大学生３グループが発表しました。

　三地区公民館まつりが行われ、伝統工芸品や冬期講座の作品など町民の皆さんが作成した様々な展示
品が並んだ他、伝統芸能の発表や小学校児童の成果品なども展示され、興味深く様々な角度から作品を
楽しむ来場者の姿が見られました。　

　NPO法人ただみコミュニティクラブ主催の「TADAMIスノースポーツフェスティバル２０２５」
が３月９日に亀岡スポーツパークで開催され、雪上バレーボールや雪上フットサルが行われました。

▲報告を行った大学生

▲只見公民館まつり（１６日）▲明和公民館まつり（９日）▲朝日いいものあつめちゃた市（９日）

▲今年も多くのチームが参加しました

　イベントには、ゲストアスリー
トとして、大山未希氏、柴小屋康
行氏、黄

ファンスギョン

秀京氏、佐藤玲惟氏、平
井雅大氏が駆け付け、会場を盛り
上げました。
　参加者は、普段とは違う雪上で
の競技に若干戸惑いながらも、一
歩も譲らない試合が展開されるな
ど、白熱した一日となりました。
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
七
年
三
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
三
月
定
例
会

�

味
代
子

絵
筆
と
る
出
来
る
は
ず
と
老
桜

行
き
あ
え
ず
別
れ
た
友
の
吾
亦
紅

�

一　

恵

疲
れ
た
ね
と
挨
拶
交
わ
す
雪
の
明
け

雪
壁
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
君
み
て
ま
す
か

�

真
理
子

食
洗
機
に
二
ヶ
ず
つ
の
食
器
水
温
む

い
つ
の
間
に
鷹た

か

化か

し
て
鳩
と
な
る
裏
の
雪

�

睦　

子

空
き
家
か
ら
ピ
ア
ノ
の
響
き
冬
の
朝

日
向
ぼ
こ
猫
の
眠
り
に
光
さ
す

　�

礼　

雪
嶺
の
型
の
違
う
塔
三
基

鈴
の
音
の
腕
を
伝
う
る
初
詣

�

一　

穂

春
兆
す
お
洒し

ゃ

落れ

も
楽
し
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

刃
物
研
ぐ
梅
の
剪
定
の
準
備
よ
し

�

修　

一

雪ゆ
き

間ま

草ぐ
さ

い
よ
い
よ
色
を
増
し
に
け
り

雪ゆ
き

代し
ろ

の
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
音
高
し

�

信　

ト
ラ
ン
プ
に
振
り
回
さ
れ
て
春
う
ら
ら

雪
掘
や
ラ
ー
メ
ン
の
誘
惑
ガ
キ
の
頃

�

都　

春は
る

炬ご

燵た
つ

め
く
れ
ば
老
の
足
有
り
き

亡
き
人
の
遺
影
に
語
る
春
彼
岸

�

目
黒　

富
子

幼
孫
隠
し
た
つ
も
り
丸
見
ゑ
の
花
持
つ
手
背
に
満
面
に
笑
む

�

関
谷
登
美
子

雪
ま
つ
り
降
雪
多
き
最
終
日
祈
願
花
火
の
冴
へ
て
広
が
り

�

立
花　

奏
音

春
風
を
見
方
に
付
け
て
ど
こ
ま
で
も
ぐ
ん
ぐ
ん
進
む
三
輪
車
の
息こ
子

�

新
国
由
紀
子

初
夏
の
日
の
や
ふ
な
気
温
と
な
れ
ど
け
ふ
真
冬
に
戻
り
雪
の
舞
ひ
散
る

�

渡
部
ヨ
リ
子

豪
雪
も
晴
れ
の
日
続
け
ば
雪
嵩
は
日
増
し
に
減
り
て
春
間
近
と
な
り
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電話番号

税

今
月
の
納
期

４
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見センター
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
交流推進課
　観光交流係　商工労働係
� ☎82-5240
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）

� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
只見保育所� ☎82-2219
認定こども園� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221

（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230

●
固
定
資
産
税
（
１
期
分
）

●
農
集
排
使
用
料
（
４
月
分
）

只
見
町
職
員
人
事

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

相
続
し
た
登
記
さ
れ
て
い
な
い

建
物
の
登
記
に
つ
い
て

●
退
職
な
ど
（
２
月
28
日
付
）

▽
交
流
推
進
課

　
　

石
川　

貴
大

●
退
職
な
ど
（
３
月
31
日
付
）

▽
総
務
企
画
課

　
　

渡
部　

義
孝

▽
町
民
生
活
課

　
　

渡
部　

順
三

▽
保
健
福
祉
課

　
　

橘　
　

一
明（
南
会
津
町
派
遣
職
員
）

▽
保
健
福
祉
課

　
　

渡
邉　

竜
二

▽
交
流
推
進
課

　
　

渡
部　

一
昭

▽
教
育
委
員
会

　
　

目
黒　

英
樹

▽
農
業
委
員
会

　
　

岩
渕　

秀
一

　

財
務
省
福
島
事
務
所
で
は
、
借
金
で
お

悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、必
要
に
応

じ
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に

引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。相
談
は
秘
密
厳
守
、

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
貸

金
業
者
の
登
録
状
況
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯
金
口

座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

福
島
市
松
木
町
13
－
２

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

【
受
付
時
間
】

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

８
時
30
分
か
ら
12
時
00
分
、
13
時
00
分

か
ら
16
時
30
分
ま
で

　

亡
く
な
っ
た
ご
家
族
や
親
戚
が
建
て
た

建
物
が
登
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://fksim

aty.or.jp/

）

か
ら
お
近
く
の
土
地
家
屋
調
査
士
を
探
す

な
ど
し
、
そ
の
土
地
家
屋
調
査
士
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
続
を
証
明
す
る
書
類
、

遺
言
書
や
遺
産
分
割
協
議
書
等
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
が
建
物
の
所
有
者
で
あ
っ
た
こ

と
の
証
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

建
物
図
面
、
各
階
平
面
図
を
作
成
し
、

建
物
表
題
登
記
を
法
務
局
に
申
請
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

◦
福
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
２
４
－
５
３
４
－
７
８
２
９

◦
福
島
地
方
法
務
局

　

☎
０
２
４
－
５
３
４
－
２
０
４
５

お
知
ら
せ

人
　
事

●
新
規
職
員
（
４
月
１
日
付
）

▽
交
流
推
進
課

観
光
交
流
係

　

小
沼　

瑞
輝

▽
教
育
委
員
会

副
主
幹

（
兼
）指
導
主
事

（
兼
）子
ど
も
未
来
係
長

　

吉
田　

行
宏

▽
教
育
委
員
会

文
化
ス
ポ
ー
ツ
係

（
兼
）た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の

　
　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

原
永　

円
香

●
特
定
任
期
付
職
員
（
４
月
１
日
付
）

▽
政
策
監

　
　

新
國　

元
久

【
電
話
受
付
】（
相
談
窓
口
専
用
）

☎
０
２
４
－
５
３
３
－
０
０
６
４
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ただみに来た人に
聞いてみた

只見在住13年目

遠藤 菜緒子 さん

　

元
々
は
大
学
院
の
博
士
課
程
を
修
了
し
た

後
に
、
博
物
館
や
大
学
で
任
期
付
き
の
研
究

員
を
し
て
い
ま
し
た
。
野
鳥
や
生
態
学
の
研

究
を
し
て
お
り
、
自
然
に
つ
い
て
伝
え
る
仕

事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
時
に
只
見
町
ブ

ナ
セ
ン
タ
ー
を
知
り
、
指
導
員
に
応
募
を
し

ま
し
た
。
試
験
を
受
け
る
た
め
に
初
め
て
只

見
町
に
来
た
時
は
、
事
前
の
情
報
を
持
た
ず

に
来
た
の
で
、
雪
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

只
見
町
の
自
然
は
本
当
に
す
ば
ら
し
く
、

夏
鳥
を
心
待
ち
に
し
た
り
、
満
天
の
星
空
を

眺
め
た
り
、
山
道
の
小
さ
な
芽
生
え
を
じ
っ

く
り
観
察
し
た
り
、
川
風
に
涼
を
と
っ
た
り
、

ヨ
タ
カ
の
声
を
聞
き
な
が
ら
帰
っ
た
り
、
真

っ
白
な
吹
雪
の
中
を
歩
い
た
り
、
日
の
沈
む

浅
草
岳
を
見
な
が
ら
サ
ン
ダ
ル
で
保
養
セ
ン

タ
ー
に
行
っ
た
り
、
何
気
な
い
毎
日
が
愛
お

し
く
思
え
ま
す
。
自
然
が
自
然
の
ま
ま
で
そ

こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
幸
せ
だ
な
あ
と
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
只
見
町
教
育
委
員
会
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
な
り
、
た
く
さ
ん

の
町
の
方
と
関
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
良
か
っ
た
点
で
す
。
仕
事

以
外
で
は
、
町
の
ガ
イ
ド
協
会
や
婦
人
会
、

集
落
の
サ
ロ
ン
事
業
、
つ
る
細
工
教
室
な
ど

に
混
ぜ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
只
見
町
に
来

る
前
は
、
人
と
積
極
的
に
接
す
る
タ
イ
プ
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
町
に
来
て
人

と
の
つ
な
が
り
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
只
見
町
で
出
会
っ
た
方
た
ち

の
お
か
げ
で
す
。

た
だ
み
に
来
た
き
っ
か
け

�

を
聞
い
て
み
た

た
だ
み
で
の
く
ら
し

�

を
聞
い
て
み
た

た
だ
み
で
感
じ
た
こ
と

�

を
聞
い
て
み
た

４
月
２７
日
日

只
見
町
消
防
団
検
閲
式

　
消
防
団
員
が
訓
練
の
成
果
を
披
露
、
消
防
車
両
の

点
検
を
行
う
な
ど
し
、
消
防
団
の
士
気
を
高
め
、
地

域
安
全
に
貢
献
し
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
９
時
～

【
場
所
】
只
見
中
学
校
駐
車
場

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
役
場
町
民
生
活
課

（
℡
０
２
４
１
︱
８
２
︱
５
１
０
０
）

５
月
１１
日
日

要
害
山
山
開
き

　
只
見
４
名
山
の
１
つ
要
害
山
の
山
開
き
で
す
。
登

山
初
心
者
か
ら
楽
し
め
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
８
時
～
受
付

【
場
所
】
只
見
線
広
場
（
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
前
）

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
２
４
１
︱
８
２
︱
５
２
５
０
）

１３
日
火
・
２２
日
木

星
空
カ
フ
ェ
要
申
込
み

　
若
者
の
集
い
の
場
を
目
的
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や

ゲ
ー
ム
な
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細

は
明
和
公
民
館
ま
で
。

【
時
間
】
午
後
６
時
３０
分
～

【
場
所
】
亀
岡
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
内

【
申
込
み
】
明
和
公
民
館

（
℡
０
２
４
１
︱
８
６
︱
２
１
１
１
）

　

遠
藤
さ
ん
の
お
話
を
も
っ
と
詳
し
く
知

り
た
い
、
他
の
移
住
者
の
話
を
も
っ
と
聞

き
た
い
方
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
ブ

ラ
ウ
ザ
ア
プ
リ
か
ら
「
只
見
町　

移
住
体

験
談
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
！

町ＨＰ
移住体験談

４
月
下
旬
～
５
月
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
ご
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
な
生
活
に
楽
し
さ
も

不
安
も
い
っ
ぱ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ち

ら
の
気
持
ち
も
友
達
や
家
族
と
分
け
合
え

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
決
し
て
一

人
で
は
な
い
こ
と
を
胸
に
、
夢
に
向
か
っ

て
突
き
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
今
年
度
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
色
々
な
方
か
ら
お
声
が
け

を
い
た
だ
い
た
り
、
助
け
て
い
た
だ
い
た

り
し
な
が
ら
、
広
報
作
成
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和

７
年
度
も
広
報
担
当
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
小
林
）

（2月26日～3月25日届出分）敬称略

転入　１１　転出　１２　出生　０　死亡　１０

令和７年３月１日現在
人　　口　３，５２２（－１１）
　 男 　　１，７４９（－　４）
　 女 　　１，７７３（－　７）
世 帯 数　１，５０６（－　５）
高齢化率　　　　　４８．３％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

■ご結婚おめでとうございます
杉　沢　 星　和男 ♡ 五十嵐　美央　 坂　田

■おくやみ申し上げます
梁　取　ミチヱ　　95歳　　小　林
角　田　愛　子　　92歳　　熊　倉
酒　井　美江子　　86歳　　長　浜
山　中　秀　雄　　91歳　　小　川
酒　井　ミエ子　　87歳　　長　浜
五十嵐　ソノ子　　95歳　　福　井
滝　沢　雪　子　　89歳　　蒲　生

★謎の香りはパン屋から

★クジラがしんだら

�【著】土屋うさぎ（宝島社）
　大学一年生の市倉小春は
漫画家を目指しつつ、大阪
府豊中市にあるパン屋“ノ
スティモ”でアルバイトを
していた。あるとき、同じ
パン屋で働いている親友の
由貴子に、一緒に行くはず
だったライブビューイング
をドタキャンされてしまう。
誘ってきたのは彼女のほう
なのにどうして？疑問に思

った小春は、彼女の行動を振り返り、意外な真相に
辿りつく…。パン屋を舞台とした“日常の謎”連作
ミステリー！
　２０２５年第２３回『このミステリーがすごい！』
大賞　大賞受賞作

� 【著】藤原義弘 監修（童心社）
　海の底でいのちをつな
ぐ、ユニークな深海生物
たち（＝鯨骨生物群集）の
物語―。深海は、日の光
が差さず、生きものが少
なく、食べ物が少ないと
ころです。ところがごく
たまに、突然、上から巨
大な食べ物のかたまりが

降ってくる。それが、命を終えたクジラです。クジラ
の体は、長ければ１００年にもわたって、そこに集
うさまざまな生きものの命を支え続けるといいます。
　本作は、深海という厳しい世界にくらす生きもの
たちの、知られざる大宴会を描いた物語絵本です。

只見公民館

図書紹介
只見公民館図書室

☎82－2141

○只見公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。
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℡ 0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

▲3月2日の雪の観察会（町下）。
　このときの積雪は250㎝

只見町ブナセンター通信
Vol. 1

　２月初めに立春寒波の大雪もあり、今冬
の只見町の最大積雪深は325㎝を記録し
ました（只見気象観測所記録）。これは、
1980年からの観測史上で第4番目の記
録です。（ちなみに、観測史上の過去最高は
2013年の341㎝です。）
　ただ、これも只見町の人に言わせてみれ
ば、気象観測所の場所は雪が少ない場所で、
もっと積もるところがあるのだから、そこ
に気象観測所を置けば、只見の雪はもっと
すごいとのこと。実際、4m近く積もって
いる場所もありました。
　ところで、只見町には「シジュウハチカ
ド」という言葉（言い伝え）があります。
これは昔から言われている積雪予報で、「節
分から3日間、軒先を除雪しなければいけ
ないほど雪が降れば、その後48日間（3月まで）は除雪が必要なほど雪が降る
ぞ」という言い伝えです。逆にその3日間降雪がなければ、その後48日間は雪
が多く降らないので「今年はシジュウハチカドにならないわ」なんて言われたり
します。今年はこの昔からの言い伝えがズバリ当たった年となりました。

只見の雪の言い伝え

シジュウハチカド

　「森の四季」は2010年5月から連載してきましたが、今月号からは「只見町ブナ
センター通信」としてリニューアルし、只見町の自然や文化、ブナセンターの活動な
どを幅広く紹介します。
　４月は下記イベントを開催、予定しております。観察会の申し込みなど詳細は只見
町ブナセンター（電話0241−72−8355）までお問い合わせください。

企画展「ブナ林の木に生かされる　雪国のブナを極めるⅡ」
　会期：2024年11月9日（土）～2025年6月30日（月）
　場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー
自然観察会「野生植物の花観察会」
　集合日時・場所：2025年4月26日（土）13：00　季の郷湯ら里　駐車場
自然観察会「ブナ林の新緑観察会」
　集合日時・場所：2025年4月27日（日）　9：00　癒しの森　駐車場

只見町ブナセンターからのお知らせ
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